福岡ひまわりの里の今年度の行事の取組み

　福岡ひまわりの里では、今年度の行事の取組みについて「コロナの感染状況」「感染予防方法」「利用者の健康面・安全面」などを考慮しながらできるだけコロナ前に近い状態で実施できるように職員と何度も話し合いながら計画を練りました。2020年1月31日未明にWHOの緊急委員会が新型ウイルスの感染拡大は「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」と宣言し、日本でも感染者が確認されるようになりました。それからの流れは皆さまもご存じのとおりあらゆる場面での行動制限がありました。福岡ひまわりの里でも「育成会だより」や「広報誌」で何度もお伝えさせてもらっていますが行事の中止や外出の制限がありました。しかし、少しずつ新型コロナウイルスとの向き合い方等が政府から示されるようになり、今年に入ってからは、いろいろな意味での緩和が進んでいます。最近では全国旅行支援も始まり、感染対策を行いながらも活動範囲を広げていく動きになってきています。
　今までは、小グループで行う能古島の外出は日々の日課で実施していますが、中規模や能古島外での行事の企画にはなかなか踏み込めないでいました。しかし、冒頭でも述べたとおり今年度は実施する方向で準備をしてきました。まずは６月に実施しています「地域交流会」の代替えとして、能古島公民館のグラウンドをお借りし、職員・利用者全員での小規模運動会を行いました。そこで見えてきた課題（安全面での支援や消毒のタイミング、マスクができない利用者への支援等）について検討し、10月に計画しています「旅行」を実現させるためあらゆる対策を模索しました。観光客（能古島はこの時期コスモスが有名です。）とのフェリーでの蜜の問題や、現地での食事や買い物方法など検討する項目はまだまだありましたが、１つ１つ丁寧に課題に向き合い、男性２グループ、女性１グループの３グループに分かれて日帰り旅行を実施することができました。今後はスポーツ大会やバスハイクなどの行事が控えています。利用者の安全面・健康面に注意しながら実施できるよう検討していきます。

